


１．2020大会における飲食サービスの提供範囲
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（１）選手村
場所：晴海、分村（大磯、修善寺、河口湖）
対象：選手、選手団

（２）競技会場
場所：４３会場
対象：選手、審判、オリンピック/パラリンピックファミリー、メディア関係者、フィールド

キャスト（スタッフ）、観客（一部会場）

（３）IBC/MPC
場所：東京ビッグサイト
対象：メディア関係者

（４）その他
練習会場（選手）、大会関係施設（ユニフォーム配布施設等）
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２．選手村における飲食提供
メインダイニング

ホール

カジュアル

ダイニング
グラブ＆ゴー

スタッフ

ダイニング

提供内容

・試合に向け選手がコン

ディショニングを行うため

の飲食提供施設

・約700種類のメニューを

8日間サイクルで提供

・選手がリラックスして日

本食を楽しめる飲食提供施

設

・被災地や東京都産をはじ

めとする全国の食材を使用

した日本食を提供

・居住棟4か所に設置

・時間の無い選手がテイクア

ウトできる軽食等を提供

・ボランティア、コントラ

クター向けの飲食提供施設

・定食スタイルの食事を提

供

設置エリア 居住ゾーン 居住ゾーン 居住ゾーン 居住ゾーン

主要な
利用者

各国地域選手及び

選手団

各国地域選手及び

選手団
各国地域選手及び選手団 スタッフ

席数 3,000席 280席 - 500席

1日最大

提供能力
45,000食/日 3,000食/日 1,500食/日 10,000食/日

オープン
時間（想定） 24時間

午前6時～10時

午前11時～午後10時
午前6時～午後1時

朝食、昼食、夕食、深夜食

に時間帯を分けてオープン

大会期間中
提供実績 約87万食 約6万食 約5万食 約30万食
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６．大会を通じた食文化の発信（まとめ）
〇日本食の提供

・特に選手村カジュアルダイニングにおいて全国の多様な食材を活用したメニューを提供。主催者側

の発信には制限がある中、選手によるSNS発信につなげた。計画食数を上回る提供となった。

〇産地表示

・選手村カジュアルダイニングにおいて、大会史上初めて食材の産地をリアルタイムで表示。

〇持続可能性に配慮した食材の活用

・選手村カジュアルダイニングの日本食の生鮮食材は、全て国産食材を使用。

・調達コードに基づく食材を活用。可能な限りGAP等の認証食材を活用し、一部には認証を表示。

〇復興支援

・選手村カジュアルダイニングにおいて、毎日、被災地の食材を活用し、産地表示。産地からのメッ

セージをモニターで放映。

・復興庁作成のポスターを選手村メインダイニングホール、カジュアルダイニングに掲示し、被災地

の食材が選手村を支えているとのメッセージを発信。


